
 

 

 

 

６月２１日，神石高原町社会福祉協議会の「福祉

教育メニュー」として，庄原市に在住の車いす生

活をされている方をゲストティーチャーとして来てい

ただき，「車いすのこと」や「車いすの補助の仕

方」などについて教えていただきました。子ど

もたちは，今回の学習を通して，「車いすの使

い方」を学んだだけでなく，これからの自分の

考え方や生き方まで学ばせてもらいました。 

 

 

（たくさんの質問をして，教えてもらいました。） 

○スーパーとかで買い物をするとき、困ることはありますか。 

店の中に 車いすで入られるのですか。 

○坂を上ったり、下ったり、階段があるときはどうされるのですか 

○車いすを使っていて、困ると感じることはありますか。 

大変なことは何ですか。 

○車いすを使っていて、楽しいと思われることはありますか。 

○周りの人に車いすについてどんなことを知っておいてもらいたいですか。 

 

実際に車いすを押したり、乗ったりして「補助の仕方」について，

体験学習をしました。 

 

 

 

←段差のあることろは 

乗っている側はこわいので 

特に気をつけました。 

 

 

学習を終えて 

私は，この学習を通して，車いすに乗っている人が「どうして

くれたらうれしいか」ということがよく分かりました。それは，

声かけです。「動きますよ。」の声かけも大切ですが，「だいじょう

ぶですか？」「手伝いましょうか？」などの声かけが一番うれしい

ことだと分かりました。 

これから，私はいろいろなところに出かけたとき，車いすに乗っておられる方や目の不自由な人

が困っている場面に出会うかもしれません。そういうときに声をかけたり，手伝ったりできるよう

になりたいです。 

大 切 な こ と を 学 ば せ て も ら っ た 福 祉 体 験 学 習 で し た 。 

福 祉 体 験 学 習 

「段差があります」 

補助は，声をかけながらするように！ 

一人で無理な時は協力しあって！ 


